
総合計画第3期推進計画 経過報告
8/6（火）庁議

1. 総合計画見直しの概要
2. 令和5年度「総合計画を考えるWG」の取組
3. 依頼内容等
4. 今後のスケジュール
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1. 総合計画見直しの概要
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【構成要素】

1. 総合計画見直しの概要（総合計画の構成と計画期間）

【基本構想】
第七次総合計画期間内の改訂では 変更をしない想定の箇所
（議決済）

●まちづくりの基本理念「ビジョン」
めぶく。～良いものが育つまち(Where good things grow.)～

３から４年ごとの見直しを通じて計画を推進
●まちづくりの方向性
●重点テーマ、重点施策、重点事業
●計画推進に向けた取組方針

【計画の構成】

【計画期間】

改訂の視点

①新型コロナウイルス
②社会・経済のデジタル化
③外国人住民の増加
④行財政運営の最適化

①未来への投資（こども政策）
②生産性・効率性の向上
③共生社会の推進
④行財政改革の推進（最適化） 3



内容 期間

基本
構想

ビジョン
めぶく。～良いものが育つまち
（Where good things grow.）～

10年間
（2018～2027）政策

方針

将来都市像 新しい価値の創造都市・前橋

行動指針
①認め合い、支え合う ②つながり、創造する
③未来への責任を持つ

まちづくりの柱 ６つのまちづくりの柱（①教育・人づくりほか）

人口の目標 2027年度：概ね318,000人

土地利用の方針
都市的土地利用と自然的土地利用の適正な配置の
組合せにより、調和のとれた土地利用を推進

推進
計画

まちづくりの方向性
まちづくりの柱に基づき、
10年度に目指すまちの姿を設定 10年間

（2018～2027）
※３～４年ごとに見直し重点テーマ、重点施策

・緊急かつ重点的に取り組むテーマ
・重点テーマに基づき推進する施策（19施策）

1．総合計画見直しの概要（基本構想、推進計画）
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■推進計画の範囲 重点事業 51事業
まちづくりの方向性、重点テーマ（６章）重点施策（19施策）

1. 総合計画見直しの概要（体系図 6章ー19施策ー51重点事業
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2. 令和5年度「総合計画を考えるWG」の取組
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2.総合計画WG（目的、対象等）

●全体の目的
『新しい価値の創造都市・前橋』の実現に向けて、総合計画の考え方を全庁的に共有する

●達成したいこと
・重点事業（５１事業）すべてのロジックモデルが完成していること
・参加した職員が、通常業務でロジックモデルを取り入れていること
・計画作成過程の中で、担当課同士がコミュニケーションを図ること

1.対象

総合計画所管課 計54課、74人（副参事～主事）
①重点事業の主管課
②重点事業の構成所属
③財政課、行政管理課、職員課、（教）総務課など

2.期間

R5.10月からR6.3月
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2.総合計画WG（活動内容）

ポイント

・事業（目的と手段）を可視化する
コミュニケーションツールとしても有効（上司と部下、担当者と市民、政策推進課と担当課）

・成果測定や指標の設定、改善が容易になる
目的や手段が整理されたうえで、どの効果を測定するかが設定しやすい

・事業の属人化を防ぐ手段に貢献する
目的の引継ぎが可能となり、所属や所属間で共有可能

3.内容

ロジックモデルを活用して
総合計画を考える

原因 結果

手段 目的
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（参考） 群馬県総合計画
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バックキャストを見える化
※群馬県総合計画冊子
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産後子育て支援事業

こども発達支援事業

子育て相談支援事業

・保健師・助産師が新生児訪問を実施す
る。
・行政が産後ヘルパーを派遣する。
・行政が産後ケア事業を実施する。
・行政が出産・子育て応援給付金に係る

取組を実施する。（再掲）

直接成果
すべての子育て世代が出
産・子育ての不安を相談で

きている状態

・行政が発達に問題を抱える子どもの経
過観察及び助言を行う。

・心理士が発達・心理相談を受ける。
・行政が発達に心配のある児の保護者を
対象としたペアレント・トレーニング講
座を開催する。

・行政がワンストップ相談窓口を設置す
る。
・家庭相談員、児童福祉ケースワーカー
が家庭児童相談を受ける。
・行政が母子父子寡婦福祉資金を貸付す

る。

直接成果
こどもの発達特性を知り、
適切な支援の環境を整えら

れる状態

直接成果
ハイリスクの子育て世代が
不安を相談し、支援が受け

られている状態

中間成果
たくさんの大人が子
育てに関わっている
状態

個別事業名称
産出

（アウトプット）
直接成果 中間成果 最終成果

【活動指標】
産後ヘルパーの派遣件数（年間）

【活動指標】
発達相談、心理相談、親子教室等の
開催数(年間)

【活動指標】
家庭児童相談・ひとり親相談の実施
件数(年間)

【成果指標】
子育て世代包括支援セン
ターの利用者アンケートで
「満足」「ほぼ満足」と答
えた人の割合

中間成果
大人もこどもも自己
肯定感が醸成されて
いる状態

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性

ま
ち
づ
く
り
の
柱

重
点
テ
ー
マ

重
点
施
策
名
称

重
点
事
業
名
称

2.総合計画WG（成果物）

（細事業名称）
・産後子育て支援事業

（細事業名称）
・子育て相談支援事業

（細事業名称）
・こども発達支援事業

最終成果
安心して子育てがで
き、次のこどもを出
産したいと思える状
態

成果
（アウトカム）

10
バックキャスティング ／ 可視化

バックキャスティングで可視化
（議論、共有）する

↓

事業の改善
事業の廃止
新規事業の検討
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例：重点11_子育て世代への包括的な支援



2.総合計画WG（成果物）
51重点事業のロジックモデルが完成（Onenoteの構成）
・行政評価結果  ・成果指標実績  ・ロジックモデル（現行可視化）  ・ロジックモデル（GW成果の可視化）

↑ ↑
各重点事業ごとに
WG結果や、行政評価結果を
まとめたページを作成

←行政評価結果（第2期）

←成果指標グラフ化

↓ロジックモデル推進係作成
フォアキャスティングで現状整理

←テキストマイニング

現行の計画（第2期推進計画） 第3期推進計画

↓GW作成ファイルリンク

↓GW作成ロジックモデル、地域経営の役割
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①本来あるべき姿をバック
キャスティングで見える化

②市民、企業・団体、行政の役割を検討



（案）

【重点事業数】
５１→４６

１章 ８→７重点事業
２章 ６重点事業
３章 ６→５重点事業
４章 ９→８重点事業
５章 11→10重点事業
６章 11→10重点事業
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2.総合計画WG（体系図案）



3. 依頼内容等
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3. 依頼内容等

1. 担当所属
 庁内 54所属
新46事業：想定主管課、構成所属、財政課、行政管理課、職員課

各部局主管課

参考：総合計画WG 54課79人（主管課補助職員、主管課、構成所属、5階）

◆取りまとめ担当課
46重点事業ごとに主管課が取りまとめ

1 一人ひとりの学びの推進 学校教育課

2 インクルーシブ教育の推進 教育支援課、学校教育課

3 図書館の機能充実 図書館



令和５年度のWGと同様、様式１・様式２を各関係課で作成いただきます。
【重要】ロジックモデルはあくまで仮説にすぎません（＝正解はありません）

議論した結果をまとめる（可視化、共有化）ことに価値があります
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3. 依頼内容等
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3. 依頼内容等

社会構造の変化（前橋市における将来人口推計）

【年齢３区分の割合】

一方で、・自治体職員も人が減っていく
・低下しない住民の期待レベル

高齢人口がピークに達し、労働力不足が深刻化する
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3. 依頼内容等
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61

前橋市職員＿年齢分布（2024.4月）

男性 女性

2040年にはボリュームゾーン
の職員（約1,200人）がいなく
なってしまう

今から変革していく
ことが必須

※2024.4.1時点の一般常勤職員2,551人の内訳
（再任用、任期付、交流受入、高校教員、幼稚教員、会計年度、特別職を除いた職員）



3. 依頼内容等
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見直しの視点 主な取組 主に関連するまちづくりの方向性

1未来への投資（こども政策） 教育の質の向上 すべて

子育て施策の強化

2生産性・効率性の向上 アフターコロナ 第４章

社会・経済のデジタル化 第６章

多様な働き方の推進

3共生社会の推進 （障害の有無、LGBTQ、外国人等） 認め合い、支え合う社会の推進 第１章

多文化共生社会の推進 第５章

4行財政改革の推進（最適化） ファシリティマネジメント 第６章

◆第3期推進計画策定にかかる改訂の４つ視点

市長マニフェストとの整合等（検討課題）
・第3期推進計画については、仮作成した46の重点事業についてマニフェストの整合を意識しながら重点事業に位置付ける事業を整理して
いく（現状、総合計画第2期推進計画に位置付けているR6年度予算について、市長マニフェストとの関連性について突合した結果、５４％
は連動している状況）
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4. 今後のスケジュール
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7月 8月 9月 10月 11月 12月

①ロジックモデル（協
議、作成）

～8/30（金）

②第3期推進計画重点
事業構成案作成
（重点事業-個別事業
調整）

③R7当初予算要求（重
点事業予算の位置づ
け）

④成果指標、活動指標
設定（目標値含む
）

⑤冊子作成

創生本部会議／
議会

4. 今後のスケジュール

ロジックモデル協議、作成作
成（主担当課、構成所属）

冊子作成作業
（構成、テキスト、データ）

第3期推進
計画構成案

調整

年
内
：
第
3
期
推
進
計
画
冊
子
（
案
）

施策、重点事業、個別事業
等の

構成決定へ・KPI（成果指
標、活動指標調整など）

市長マニフェストとの整合・整理

●第2回有識者会議
・改訂素案

R7当初予算要求

重点事業
位置づけ整理

第
3
期
推
進
計
画
構
成
、
体
系
案

●第1回有識者会議
・行政評価結果
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(参考)作業環境

作業環境
Microsoft teams－総合計画策定チーム－重点施策チャネル内（19チャネル）
※各重点事業は重点施策内にフォルダ有

①

④

②

③

⑤

【作業ファイル（場所）】

①チームタブ

②総合計画策定チーム

③該当の重点施策を押下

④ファイルタブ押下

⑤該当重点事業フォルダ内に
格納
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チャネル、ファイルの種類
アクセス権限：全職員

様式１，２を作成、提出

様式１，２の作成作業用、共有用ファイルとして
活用（係員など多くの意見を集約、共有可能）

(参考)作業環境
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R5総合計画WGの成果物を参照する場所

①

②

③

④

⑤

⑥

【R5総合計画WG
参照ファイル（場所）】

①チームタブ

②総合計画策定チーム

③一般を押下

④ファイルタブ押下

⑤R5総合計画WGフォルダ

⑥総合計画第3期計画構成（検討）
ファイルリンク
※Onenoteファイルが開きます

(参考)作業環境



①付箋を活用して意見出ししてください
※質より量が大切、多くの方の意見を共有できると良い

②意見を確認して自分がいいなと思うものに「いいね！」で賛同しましょう

③上記①、②を踏まえて最終成果「●●が・・・している状態」はなにかを議論してください

入力者の名前が表示されます付箋を選択し、ペンボタンを
クリックすると入力できます

いいね！で賛同

（参考）作業手順【様式１_ロジックモデル】
①最終成果を議論して定める
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（参考）作業中イメージ
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「安全・安心で円滑な道路環境整備の推進」について協議中のホワイトボード画面

【最終成果】最終的に目指す姿をみんなで意見出し 【中間成果】分類別で整理して具体化
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